
　

令
和
８
年
２
月
７
日（
土
）に
、

山
辺
地
区
在
住
の
中
学
２
年
生

を
対
象
と
し
た
「
山
辺
地
区
立

志
式
」
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

立
志
を
迎
え
た
皆
様
、
改
め
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
度
で
13
回
目
を
迎
え
た

立
志
式
に
は
、
今
回
59
名
の
中

学
生
参
加
者
が
お
り
、
保
護
者

や
来
賓
を
含
め
る
と
、
１
０
０

名
近
く
の
方
が
お
越
し
に
な
り

ま
し
た
。

　

式
は
、
町
内
公
民
館
長
会
の

桜
井
会
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、

手
島
実
行
委
員
長
挨
拶
、
宗
田

市
議
会
議
員
に
よ
る
来
賓
祝
辞
、

成
田
里
山
辺
地
区
町
会
連
合
会

会
長
に
よ
る
町
会
に
つ
い
て
の
講

話
、
松
本
市
消
防
団
第
19
分
団

武
井
分
団
長
に
よ
る
講
話
、
松
本

市
教
育
委
員
会
曽
根
原
教
育
長

に
よ
る
先
輩
か
ら
の
エ
ー
ル
が
あ

り
ま
し
た
。

　

中
学
生
か
ら
は
、
代
表
者
１
名

に
よ
る
「
決
意
の
こ
と
ば
」
の
発

表
と
、
事
前
に
作
成
を
依
頼
し
て

い
た
各
々
が
考
え
た
漢
字
一
字
を

代
表
者
６
名
に
発
表
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

入
山
辺
・
里
山
辺
共
催
で
行
わ

れ
て
い
る
本
事
業
は
、
町
内
公
民

館
長
会
を
は
じ
め
、
多
く
の
山
辺

地
区
の
方
に
支
え
ら
れ
て
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
ま

た
、
中
学
生
に
と
っ
て
、
地
区
の

町
会
や
消
防
の
活
動
に
つ
い
て
知

る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
場
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を

見
て
も
、「
町
会
行
事
に
積
極
的

に
参
加
し
た
い
」、「
消
防
団
の

大
切
さ
が
知
れ
て
良
か
っ
た
」、

「〝
好
き
〞と
い
う
気
持
ち
を
大
切

に
、
色
々
な
事
に
挑
戦
し
て
い
き

た
い
」な
ど
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意

見
が
多
数
あ
り
、
と
て
も
良
か
っ

た
で
す
。

　

地
区
を
挙
げ
て
立
志
式
を

行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
山
辺
の
特

色
だ
と
思
う
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

継
承
し
て
い
き
た
い
で
す
。

▲講話をする成田里山辺地区町会連合会会長

▶
閉
会
挨
拶
を
す
る

　
河
西
山
辺
中
学
校
長

▶
手
島
実
行
委
員
長
の
挨
拶

山
辺
地
区
立
志
式
が

　
　
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
!!

山
辺
地
区
立
志
式
が

　
　
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
!!
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令
和
８
年
２
月
14
日

（
土
）
に
山
辺
児
童
セ
ン

タ
ー
と
共
催
で
「
や
し
ょ

う
ま
」
作
り
を
し
ま
し
た
。

　

30
名
を
超
え
る
参
加
者

が
お
り
、
賑
わ
い
な
が
ら

作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

失
わ
れ
て
い
く
伝
統
料

理
を
こ
れ
か
ら
も
継
承
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　

令
和
８
年
１
月
21
日

（
水
）
か
ら
、
１
か
月
毎
に

１
回
ず
つ
全
３
回
、「
歌
で

健
康
力
ア
ッ
プ
」
講
座
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

日
頃
の
悩
み
や
ス
ト
レ

ス
を
、
歌
う
こ
と
で
発
散

す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

冬
の
人
気
講
座
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

当
会
は
入
里
合
同
で
郷
土
の

歴
史
を
未
来
へ
残
す
事
を
目
的

に
昭
和
51
年
に
結
成
さ
れ
、
令
和

８
年
１
月
で
発
足
50
年
を
迎
え

ま
し
た
。
江
戸
時
代
か
ら
「
山
家

組
」
と
し
て
１
つ
の
行
政
区
で
あ

り
、
明
治
に
分
か
れ
た
も
の
の
、

入
里
区
合
同
の
研
究
団
体
は

綿
々
と
続
き
成
果
を
上
げ
て
き

ま
し
た
。
足
跡
を
辿
る
と
、
発
足

の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
出
来
事

は
、
役
目
を
終
え
た
「
旧
山
辺
学

校
校
舎
」
取
り
壊
し
を
阻
止
し

歴
史
遺
産
を
残
す
こ
と
が
出
来

た
こ
と
。
２
つ
目
は
、
県
が
行
う

大
規
模
圃
場
整
備
事
業
で
い
っ
た

ん
は
消
滅
す
る
運
命
に
あ
っ
た

「
針
塚
古
墳
」
の
現
地
保
存
に
成

功
し
た
こ
と
で
し
た
。３
つ
目
は
、

堀
之
内
遺
跡
、
千
鹿
頭
北
遺
跡
、

林
山
腰
遺
跡
な
ど
、
各
種
遺
跡
の

発
掘
調
査
へ
の
協
力
、
ま
た
、「
山

家
の
民
話
」「
山
家
の
幟
旗
」「
山

家
の
山
城
・
文
化
財
マ
ッ
プ
」
な

ど
の
発
刊
を
手
掛
け
て
き
た
こ
と

で
し
た
。
今
回
は
発
足
50
年
を
記

念
し
、
冊
子
「
山
家
の
歴
史
を
探

る
」
を
刊
行
し
、
地
域
の
特
集
を

取
り
上
げ
、
林
城
を
中
心
と
し
た

特
集
を
編
纂
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
郷
土
の
山
城
で
あ
る
林

城
を
中
心
に
小
笠
原
城
館
群
の

国
史
跡
登
録
は
、
山
城
の
国
史
跡

指
定
と
し
て
は
長
野
県
初
め
て
の

快
挙
で
あ
り
、
会
と
し
て
も
後
世

に
残
る
大
き
な
成
果
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
は
更
に
拡
大
を
目
指

し
、
水
番
城
を
城
館
群
に
組
み
入

れ
、
更
に
桐
原
城
、
山
家
城
、
埴

原
城
も
視
野
に
入
れ
る
予
定
で

す
。
過
去
の
出
来
事
を
正
し
く
未

来
へ
伝
え
て
育
て
る
、
そ
ん
な
会

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

山
辺
歴
史
研
究
会　

武
田 

善
徳

　

来
年
度
も
、
里
山
辺
親
睦

ゴ
ル
フ
実
行
委
員
会
主
催
で

実
施
し
ま
す
の
で
、
多
く
の

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
は
４
月
の
里

山
辺
公
民
館
だ
よ
り
で
ご
案

内
し
ま
す
。

● 

開
催
日…

５
月
27
日（
水
）

● 

会
場…

豊
科
カ
ン
ト
リ
ー 

　
　
　

倶
楽
部

● 

募
集
人
数…

１
０
０
名

● 

申
込
先…

４
月
１
日
（
水
）

か
ら
各
町
会
の
実
行
委
員

ま
た
は
里
山
辺
公
民
館
へ

令和８年度も４月の広報と併せて、
「あいさつ運動カレンダー」を
配布しますので、ご活用ください。

里山辺地区
まちづくり協議会

や
ま 

べ

ぐ
み

ち

か
と
う

は
や
し 
や
ま 

こ
し

の
ぼ
り
ば
た

や
ま   

べ 

じ
ょ
う

は
い

ば
ら 

じ
ょ
う み

ず 

ば
ん 

じ
ょ
う

山
辺
歴
史
研
究
会
50
周
年
記
念

山
辺
歴
史
研
究
の
歩
み

山
辺
歴
史
研
究
会
50
周
年
記
念

山
辺
歴
史
研
究
の
歩
み

歌
で
健
康
力
ア
ッ
プ
講
座

「
や
し
ょ
う
ま
」
作
り
を
し
て
み
よ
う
！

「
や
し
ょ
う
ま
」
作
り
を
し
て
み
よ
う
！

里
山
辺
地
区

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を

実
施
し
ま
す
！

第11回

山辺歴史研究会発刊誌
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